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第 19 号 令和４年１０月２４日（月）

学校だより 三和中ＪＵＭＰ
三和中学校１８４

襷（たすき）をつなぐ 女子 1区 Ｇ(2 年) 2 区 Ｈ(1 年) 3 区 Ｉ(2 年) 4 区 Ｊ(1 年)
5 区 Ｋ(1 年)

補員：Ｌ・Ｍ・Ｎ(以上 1年生) ﾏﾈｰｼﾞｬｰ Ｄ(3年) Ｅ(2 年)

男子 1 区 ａ(2 年) 2 区 ｂ(2 年) 3 区 ｃ(2 年) 4 区 ｄ(1 年)
5区 ｅ(3 年) 6 区 ｆ(2 年)
補員：ｇ・ｈ・ｉ・ｊ・ｋ・ｍ・ｎ・ｐ・ｑ(以上 2年生)

ｒ(1年)

10 月 14 日(金)に『校則の見直しのステッ
プ』の「ステップ５ 生徒・教職員・保護者
代表による対話会を実施する」が約１時間

行われました。
生徒会執行部は「ステップ５」にむけて何度も

討議して意見をまとめのぞんでいます。「校則を
見直すのって難しい」の声が出るほど悩んだそう
です。
参加者は、生徒５名（生徒会執行部代表)、保

護者４名(PTA 役員代表)、教職員５名、(オブザ
ーバーで校長)でした。話し合った項目は、次の
通りです

１トレパン登校のときに、体育着を着て登校してもよいのではないか
２ストレートパーマの許可書について
３髪型は校則にどのようにもりこめばよいか
そのほか、眉毛についても意見交換しました。会の最後、生徒・保護者か

らの感想で「こういう話し合いが持ててよかった」「時代に合わせてまた校則
を見直す場合もこういう場がもてたらよい」など、話し合いの場を持てたこ
とに肯定的な意見がでており、大変有意義な時間となりました。
次は「ステップ６対話会を受けて教職員で校則見直しを行う」「ステップ７
学校運営協議会で校則見直しの進捗状況の報告を行う」を予定しています。

校則見直しの進捗状況②

日 曜日 行 事 内 容

１ 火 人権・安全の日
２ 水 生徒会朝会(美化・掲示

・ボランティア)
３ 木 文化の日(公休日)
４ 金 選挙管理委員会①
５ 土 PTA作業（２・３年）
９ 水 選挙管理委員会②

１０ 木 市中学校教科別研修の日
１５ 火 学年朝会⑦
１７ 木 虐待防止の日･PTA 役員会
１８ 月 選挙管理委員会③立候補

者説明会
県中体連駅伝大会(国頭)

１９ 土 地区 P研究大会
２０ 日 家庭の日・ファミリー読書

三線発表会
２２ 火 振替休日
２３ 水 勤労感謝の日(公休日)
２５ 金 生徒会各種委員会⑦
２６ 土 地区新人総合大会開始
２９ 火 生徒会朝会(保健)

学校運営協議会
３０ 水 立候補者説明会②

11月行事予定

十
月
十
五
日(

土)

第
六
四
回

沖
縄
県
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

・共
通
女
子
１
０
０
ｍ

四
位

三
年

Ａ

・
共
通
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

八
位

ＡＢＣＤＥＦ

十

月

五

日

(

水)

～
三
一

日(

月)

の
期
間
は
朝
学
習
の
時
間
を
設
定
し
て
、

家
庭
学
習
、
授
業
の
連
動
を
図
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
事
前
に
家
庭
学
習
を
与
え
、
そ
の
内
容
に

関
す
る
小
テ
ス
ト
を
朝
学
習
で
行
い
授
業
で
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
す
る･･

と
い
う
感
じ
で
す
。

次
回
の
朝
学
習
ま
で
に
や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と

を
授
業
で
確
認
し
、
マ
イ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
へ
記
入

さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
マ
イ
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
活
用
を
習
慣
化
さ
せ
て
主
体
的
な
学
習
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
家

庭
で
の
声
掛
け
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
し
ま
す
。

十
月
は
学
力
向
上
月
間
で
す

台風時の対応、一年
間の主な行事や下校時
間、日課表や各担当か
らのお知らせなど A3
版で全世帯に配布予定

です。これさえ冷蔵庫に張っておけば、
たくさんの文書を見なくても大丈夫で
す。少々お待ちください。

「すぐわかる三和中2022」
11月4日(金)に配布します

10 月 22 日(土)第 46 回男子・第 38 回女
子島尻地区中学校駅伝競走大会が、平和
創造の森公園にて行われました。男子６
区間、女子５区間で男子 11 位、女子 14
位の結果を収めました。
駅伝は、それぞれの区間の難しさを選

手一人一人が日々練習し、克服して、各
区間での役割を果たしながら襷をつなぎ
ます。一人では成しえないことを仲間と
協力して成しえる駅伝。もちろん、自分
の役割を果たすために自分自身と戦うだ
けでなく、相手とも戦わなければなりま
せん。そうやってつないだ襷には「あと
は頼む！」という強い想いが込めらてい
ます。選手だけでなく、応援する側、み
んなの想いや願いも襷には込もっていま
す。それを背負って走る選手。プレッシ
ャーもかなりのものです。当日は、応援
団の皆さんも選手を追って走り続け大声
で激励していました(他校選手へも、です)
一本の襷に想いを乗せて、選手団は見

事走りぬきました。素晴らしい、誇らし
い、生徒たちばかりです。 今後の色々な
な活動にこの経験を活かしてもらいたい
と思います。お疲れさまでした。


